
チ
ラ
シ
配
布
行
動
は
、
空
港

ア
ク
セ
ス
鉄
道
が
Ｊ
Ｒ
と
共
有

す
る
名
取
・
南
仙
台
・
長
町
の

各
駅
頭
に
お
い
て
、
通
勤
・
通

学
の
利
用
者
が
多
い
夕
方
の
時

間
帯
で
取
り
組
ま
れ
、
各
駅
五

〇
〇
枚
の
チ
ラ
シ
を
配
布
し
た
。

チ
ラ
シ
の
内
容
は
、
ベ
ビ
ー

カ
ー
挟
ま
り
２
０
メ
ー
ト
ル
走

行
な
ど
、
首
都
圏
で
の
度
重
な

る
ド
ア
は
さ
み
事
故
例
や
、

「
起
動
後
に
旅
客
が
ぶ
つ
か
っ

て
も
責
任
な
し
」
と
の
交
渉
の

内
容
、
ま
た
ワ
ン
マ
ン
運
転
実

施
後
に
起
き
た
問
題
点
な
ど
。

チ
ラ
シ
配
布
し
た
組
合
員
ら

か
ら
「
ア
ク
セ
ス
線
で
六
両
以

外
の
車
掌
不
在
を
知
っ
て
い
ま

す
か
」
と
の
呼
び
か
け
に
、
乗

降
客
は
チ
ラ
シ
を
受
取
り
興
味

深
く
読
ん
で
い
た
。

七
月
十
七
日
、
東
京
総
合
車

両
セ
ン
タ
ー
（
大
井
工
場
支
部
）

の
主
任
運
転
士
・
平
山
陽
介
さ

二
〇
〇
一
年
二
月
二
八
日
、

東
労
組
組
合
員
の
Ｙ
氏
に
対
し

て
強
制
的
に
組
合
を
脱
退
さ
せ
、

更
に
七
月
三
一
日
、
退
職
強
要

を
行
っ
た
と
し
て
裁
判
を
起
こ

さ
れ
て
い
た
、
い
わ
ゆ
る
「
浦

和
電
車
区
事
件
」
の
判
決
が
、

七
月
十
七
日
東
京
地
裁
に
て
示

さ
れ
た
。

被
告
七
名
全
て
に
対
し
、
最

長
懲
役
二
年
（
執
行
猶
予
四
年
）
、

最
短
懲
役
一
年
（
執
行
猶
予
三

年
）
の
有
罪
判
決
が
示
さ
れ
た
。
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宮
城
県
支
部
は
七
月
十
七
日
、
仙
台
支
社
が
六
月
一
日
か
ら
実
施

し
た
６
両
を
除
く
全
列
車
の
ワ
ン
マ
ン
運
転
に
対
し
、
利
用
客
の

安
全
に
不
安
が
あ
る
と
の
立
場
で
宣
伝
行
動
を
行
っ
た
。

チラシを受け取る乗降客

六
月
二
一
日
、
東
京
都
墨
田

区
の
「み
ど
り
コミ
ュニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
」

に
お
い
て
横
浜
支
社
・千
葉
支
社

な
ど
に
在
籍
す
る
東
労
組
組
合

員
と
東
労
組
を
除
名
さ
れ
た
元

組
合
員
ら
が
「ジ
ェ
イ
ア
ー
ル
労

働
組
合
」を
結
成
し
た
。
結
成
人

数
は
四
〇
～
五
〇
名
と
さ
れ
て

お
り
、
委
員
長
に
は
本
間
氏
（横

浜
）、
副
委
員
長
に
は
野
口
氏

（千
葉
）、
書
記
長
に
は
小
林
氏

（高
崎
）が
就
任
し
た
。

新
労
組
立
ち
上
げ
の
背
景
に

は
東
労
組
の
実
権
を
握
っ
て
い
る

革
マ
ル
派
内
に
お
け
る
利
権
を

巡
る
主
導
権
争
い
と
、
七
月
一

七
日
、
東
京
地
裁
で
「浦
和
電

車
区
脱
退
・退
職
強
要
事
件
」の

判
決
を
想
定
し
（有
罪
判
決
。
上

記
記
事
参
照
）、
こ
の
間
会
社
施

策
に
全
面
的
に
協
力
す
る
中
で
、

不
団
結
要
素
が
拡
大
し
、
内
部

矛
盾
が
一
層
深
刻
化
し
て
い
る

こ
と
に
あ
る
。

こ
の
組
織
の
結
成
宣
言
に
は

「松
崎
前
顧
問
を
『創
始
者
』と

崇
め
そ
の
目
的
を
松
崎
前
顧
問

を
守
る
こ
と
へ
歪
曲
し
た
」「横
領

疑
惑
な
ど
の
真
相
究
明
を
求
め

る
役
員
・組
合
員
に
対
し
『文
句

が
あ
る
の
な
ら
組
合
を
出
て
行

け
』『役
員
を
辞
任
し
ろ
』『組
合

員
と
し
て
認
め
な
い
』『横
領
な

ど
な
い
。
権
力
の
で
っ
ち
あ
げ
』な

ど
と
言
い
逃
れ
、
疑
問
に
真
摯
に

答
え
な
い
」。
さ
ら
に
「『代
議
員

へ
の
立
候
補
』『会
計
記
録
の
閲

覧
』を
求
め
た
組
合
員
に
『組
織

破
壊
者
』の
レ
ッ
テ
ル
を
貼
り
、
執

行
権
・組
合
員
権
を
剥
奪
し
た
」

「常
軌
を
逸
し
た
追
求
行
動
が

行
わ
れ
『安
全
・安
定
輸
送
』が

脅
か
さ
れ
か
ね
な
い
」「東
労
組

を
牛
耳
る
革
マ
ル
派
系
役
員
に

よ
る
暴
挙
は
、
そ
の
暴
走
に
拍
車

を
か
け
て
い
る
」と
書
か
れ
て
い
る
。

ん
（二
九
才
）が
東
労
組
を
脱
退

し
、
国
労
へ加
入
し
た
。

先
に
中
野
電
車
区
に
お
い
て

六
月
三
十
日
、
二
八
才
の
青
年

が
、
そ
し
て
七
月
一
日
に
は
二

六
才
の
青

年
が
東
労

組
を
脱
退

し
、
国
労
に

加
入
し
た

が
、
そ
れ
に

続
い
て
の
国

労
加
入
で
あ
る
。
仙
台
に
お
い

て
も
国
労
への
加
入
・復
帰
の
取

り
組
み
を
更
に
強
化
し
組
織
拡

大
を
図
ろ
う
。

地
域
間
異
動
戻
り

◆
佐
々
木

芳
則
氏

(

六
月
二
七
日
付)

新
宿
駅
→
小
牛
田
運
輸
区

◆
横
山

進
一
氏

(

六
月
二
七
日
付)

国
分
寺
駅
→
仙
台
駅

◆
野
崎

文
雄
氏

(

七
月
十
日
付)

横
浜
駅
→
仙
台
駅

◆
伊
藤

英
雄
氏

(

七
月
十
六
日
付)

馬
喰
町
駅
→
多
賀
城
駅



磐
越
西
線
で
は
、
会
津
若
松
・

郡
山
間
の
列
車
が
七
月
一
日
よ

り
、
４
５
５
系
か
ら
７
１
９
系

に
車
種
変
更
さ
れ
た
が
、
同
時

に
３
両
か
ら
２
両
へ
と
減
車
に

な
っ
た
。

こ
の
減
車
に
伴
い
車
内
が
混

雑
し
、
乗
客
か
ら
苦
情
が
多
く

出
て
い
る
。

地
方
本
部
が
集
約
し
た
乗
客

の
苦
情
の
内
容
は
「
若
松
か
ら

立
っ
て
い
る
。
定
期
を
解
約
し

て
バ
ス
通
勤
に
変
え
る
（
Ｎ
Ｔ

Ｔ
社
員
Ａ
）
。
」
「
朝
早
い
の

で
、
こ
れ
ま
で
は
車
中
で
食
事

を
し
て
い
た
。
立
っ
て
は
食
べ

ら
れ
な
い
し
、
化
粧
も
出
来
な

い
（
会
津
若
松
か
ら
乗
車
す
る

婦
人
）
。
」
「
席
が
な
く
床
に

座
っ
て
い
る
（
猪
苗
代
・
老
婦
）
。
」

「
Ｎ
Ｔ
Ｔ
の
部
長
が
乗
り
合
わ

せ
て
い
る
が
、
こ
の
状
態
で
は

郡
山
へ
の
通
勤
者
五
十
名
位
を

バ
ス
通
勤
に
変
更
す
る
と
言
っ

て
い
る
（
Ｎ
Ｔ
Ｔ
社
員
Ｂ
）
。
」

「
客
が
金
を
払
っ
て
立
っ
て
い

る
の
に
、
車
掌
は
車
内
に
来
な

い
で
座
っ
て
い
る
（
喜
久
田
・

主
婦
）
。
※
車
内
に
入
る
こ
と

も
出
来
な
い
ほ
ど
混
雑
」
な
ど
。

Ｊ
Ｒ
仙
台
支
社
は
７
１
９
系

車
両
を
導
入
す
る
に
あ
た
っ
て

「
も
っ
と
快
適
・
も
っ
と
便
利
」

と
い
う
チ
ラ
シ
を
作
成
、
配
布

し
て
い
る
が
、
減
車
を
伴
っ
て

は
快
適
さ
は
な
く
、
む
し
ろ
苦

痛
で
あ
り
、
こ
の
チ
ラ
シ
に
対

し
て
も
苦
情
、
怒
り
の
声
が
あ

る
と
聞
く
。

Ｊ
Ｒ
仙
台
支
社
は
乗
客
の
声

を
真
摯
に
受
け
止
め
、
混
雑
を

緩
和
し
バ
ス
へ
の
客
離
れ
を
防

止
す
る
た
め
に
、
速
や
か
に
２

両
編
成
を
３
両
編
成
へ
戻
す
べ

き
で
あ
る
。
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Ｊ
Ｒ
貨
物
会
社
は
六
月
一
二
日
、

二
〇
〇
七
年
度
夏
季
手
当
に
つ
い

て
「基
準
内
賃
金
の
一
．
九
ヶ
月

分
、
七
月
四
日
支
払
い
」の
低
額

回
答
を
行
っ
た
。

組
合
は
「回
答
は
、
貨
物
会
社
に

お
け
る
全
組
合
が
二
．
六
ヶ
月
以

上
の
要
求
を
掲
げ
る
中
、
社
員
・

家
族
の
『厳
し
い
生
活
を
何
と
し

て
も
改
善
し
た
い
』と
の
切
実
な

思
い
を
真
っ
向
か
ら
否
定
す

る
も
の
で
あ
る
」と
し
「六
期

連
続
黒
字
決
算
、
昨
年
度
決

算
に
お
け
る
二
一
億
円
の
利

益
剰
余
金
を
積
み
増
し
た
事

実
、
そ
し
て
、
こ
の
間
の
会
社

幹
部
の
言
動
を
踏
ま
え
れ
ば
、

本
日
の
低
額
回
答
は
、
到
底

納
得
で
き
る
も
の
で
は
な
い
」と
し

「再
検
討
・再
回
答
」を
強
く
求
め

た
。こ

れ
に
対
し
て
会
社
側
は
、
事
業

計
画
と
の
収
入
乖
離
、
鉄
道
事
業

部
門
の
赤
字
、
昨
年
度
の
経
常
利

益
に
匹
敵
す
る
承
継
特
例
の
延

長
措
置
な
ど
「利
益
剰
余
金
を
積

み
増
し
た
こ
と
は
事
実
で
あ
る
が
、

一
方
で
膨
大
な
設
備
投
資
に
よ

り
、
長
期
債
務
は
一
七
〇
〇
億
程

度
ま
で
拡
大
し
て
い
る
」と
し
「貨

物
会
社
の
置
か
れ
た
状
況
か
ら
判

断
を
し
た
も

の
で
あ
り
、
最

終
回
答
で
あ

る
」と
の
姿
勢

に
終
始
し
た
。

組
合
は
「極
め
て
不
満
の
残
る
回

答
で
あ
り
、
Ｎ
Ｓ
二
〇
〇
七
計
画

の
仕
上
げ
の
年
と
し
て
社
員
に
奮

起
を
求
め
て
も
、
社
員
・家
族
は

落
胆
す
る
も
の
で
し
か
な
い
」と
し
、

扱
い
は
「持
ち
帰
り
検
討
」と
し
て

交
渉
を
終
了
し
た
。

分
会
は
こ
の
間
、
①
ハ
ガ
キ
、
ジ
ャ

ン
ボ
ハ
ガ
キ
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
行
動
②
チ
ラ

シ
配
布
③
六
・八
貨
物
総
行
動
に

参
加
。
ま
た
地
方
本
部
は
夏
季
低

額
回
答
に
抗
議
す
る
宮
城
県
集

会
を
六
月
一
九
日
、
一
八
時
三

〇
分
よ
り
宮
城
野
駅
北
門
で
開

催
し
た
。
集
会
参
加
者
約
六

〇
名(

分
会
一
二
名
）

組
合
は
、
六
月
二
二
日
正

午
、
社
員
・家
族
の
切
実
な
要

求
、
厳
し
い
生
活
実
態
か
ら
は

極
め
て
不
満
の
残
る
回
答
で

あ
る
が
、
妥
結
す
る
こ
と
と
な
っ

た
。

八
月
二
日
～
三
日

定
期
全
国
大
会

八
月
三
十
一
日
～
九
月
一
日

東
日
本
大
会

九
月
二
九
日
～
三
十
日

仙
台
地
方
大
会

（
仙
台
市
・
茂
庭
荘
）

今
後
の
日
程

お
知
ら
せ

国
労
会
館
建
設
資
金
返
済
業

務
の
取
り
扱
い
変
更
に
つ
い
て

国
労
会
館
建
設
資
金
返
済
業

務
は
１
９
９
９
年
度
末
償
還
期

限
以
降
、
（財
）国
労
会
館
仙
台

事
業
部
で
取
り
扱
い
を
行
っ
て

き
た
と
こ
ろ
で
す
。

こ
の
た
び
返
済
業
務
が
一
定

の
整
理
を
見
た
こ
と
等
か
ら
、

（
財
）
国
労
会
館
仙
台
事
業
部

で
取
り
扱
っ
て
き
た
業
務
の
残

り
に
つ
い
て
、
国
労
仙
台
地
方

本
部
で
引
き
受
け
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

つ
き
ま
し
て
は
、
今
後
の
国
労

会
館
建
設
資
金
返
済
請
求
に
つ

い
て
は
下
記
に
請
求
を
し
て
く

だ
さ
い
。

記

住
所

〒
９
８
４-

０
０
１
５

仙
台
市
若
林
区
新
寺

一
丁
目

４-

３
１

名
称

国
鉄
労
働
組
合

仙
台
地
方
本
部

担
当
係

岡
崎

連
絡
先
Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
２
２-

２
９
３-

７
４
６
０

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
２
２-

２
９
９-

７
４
３
５

請
求
方
法

所
定
の
請
求
書
に
必
要
事
項

を
記
載
の
上
「国
労
会
館
建
設

資
金
受
領
之
證
」と
あ
わ
せ
て

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

お
詫
び
と
訂
正

国
労
せ
ん
だ
い
二

四
九
八
号
で
一
面

上
部
本
文
記
事
で

七
月
四
日
と
あ
る
は

六
月
四
日
で
す
。

ま
た
二
面
囲
み
記

事
の
期
日
が
一
部
抜

け
て
い
ま
し
た
。
正
し

く
は
六
月
一
八
日
～

七
月
一
九
日
で
す
。

こ
こ
に
訂
正
し
お
詫

び
致
し
ま
す
。


